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第４ 推進体制等

◆施策推進のイメージ

◎元気高齢者の活力の循環

高齢者のボランティアによる児童見守り活動やひとり暮らし高齢者に対する

訪問活動は、安全な地域づくりや住民同士の絆の強化につながります。また、

元気高齢者が就業の場で知識や技能を存分に発揮できれば、高齢者は社会にお

ける貴重な人的資源であるという県民意識の醸成も進みます。

このようにして、元気高齢者が社会で活躍すればするほど、より一層高齢者

が活動しやすい環境に近づくという「プラスの循環」が生まれることが期待で

きます。結果として、現役世代と高年齢世代が力を合わせ、社会全体の活力を

つくり出してゆくという理想的な流れをイメージし、元気高齢者の支援を進め

ます。

◆推進体制

◎各課の連携

元気高齢者の活躍支援は、環境整備に始まり、就労、ボランティア、学習、

健康づくりなど、日常生活におけるさまざまな場面に関わってきます。また、

ボランティア活動への参加が健康維持につながったり、学習で得た内容を仕事

の場面で活かすことができるなど、異なる分野が相互に関連することも少なく

ありません。

「はばたけ群馬プラン２」の基本目標Ⅰにおける施策の一つである『高齢者

の活躍応援』を効果的に推進するためには、関連する各部局の個別計画との連

携を図り、高齢者を取りまく状況を全体的に捉えておくことが必要となります。

そのため、第３で掲げた分野ごとの施策を推進する際には、積極的な情報交換

を行い多角的な視点から事業を実施します。

第４ 推進体制等



- 62 -

第４ 推進体制等



- 63 -

◎市町村との協力・県民意見等の反映

元気高齢者の活躍の促進に関しては、より住民に近い立場にある市町村が大

きな役割を果たしており、就労支援や健康づくり活動などのさまざまな取組が

行われています。県では、市町村との連携を密にし、意見交換や情報交換など

を行いながら、元気高齢者の支援を効果的、効率的に推進していきます。

また、(公財)群馬県長寿社会づくり財団や老人クラブなどの団体との連携も

強化し、１０年後の「群馬県が目指す姿」の実現に向けた施策づくりを行って

いきます。
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